
本稿の目的は、植民地であったアジアの国が近代国家として独立し、国民形成をしていく過程の中
で学校の音楽教育がはたしてきた役割を、シンガポールとインドネシアの事例の比較をとおして考
察することである。近代とは常に更新されるものであり、よって19世紀後半に近代国家への転換を
はかった日本と、20世紀後半に近代国家として独立したアジアの国々が取り入れた近代は同じもの
ではない。本稿では、シンガポールとインドネシアに着目し、近代化と西洋化が同義であった時代
に国民の音楽文化として西洋芸術音楽の普及をはかった日本と、文化相対主義の時代に国家となっ
た両国の国民の音楽文化と音楽教育をめぐる認識と選択の違いを論じていく。
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はじめに
ナショナリズムは近代がもたらした産物であり、資

本主義の発展と大きく関わっているとされる（Giddens，
1990；ゲルナー，2000）。産業革命後のヨーロッパで
は、都市の工場で働くために各地の農村から人々が集
まってきた。彼らが共に働くために共通の言語が必要
になり、その言語は共通の書きことばとなって連帯感を
生んだ。この共通の書きことばは、やがて国家によって
採用され、学校教育をとおして普及がはかられた（ゲ
ルナー，2000；Anderson，2006）。こうして国民国家
の構成員たる国民が作り出されていったのである。ア
ンダーソン（Anderson，2006）は、前者の民衆の間に
生まれた連帯感をpopular，vernacular-based nationalism
（大衆の俗語に基づくナショナリズム）、後者の国家に
よって作り出された国民意識をofficial nationalism（公
定ナショナリズム）と呼んでいる。

公定ナショナリズムの普及は、学校における言語
教育だけでなく、音楽教育でも行われた（Hobsbawm，
1990；Cox，2010）。その際に国民意識を高める役目を
担ったのは歌の歌詞であり、学校音楽教育には国民の愛
国心の涵養や道徳教育のほかに、共通の書き言葉の普及
という側面もあったことがうかがえる。

このように、ヨーロッパにおける近代は工業化ととも
に始まり、共通言語の教育をとおした国家による国民形

成という過程を経たが、アジアでは状況が異なる。19世
紀のアジアでは、近代化するということは西洋化とほぼ
同じことを意味し、工業化や共通言語だけでなく、その
他の西洋の制度や文化も近代国民国家形成に必要不可欠
な一要素として「近代化」というパッケージとして取り
入れられたのである。

近代化のはじめから学校教育を取り入れ、20世紀初め
にはほぼ全国民が初等教育を受けるようになった日本で
は、「唱歌」という科目の中で、標準的な日本語で書か
れ、教育的な内容の歌詞をもつ歌を児童に教えた（Ishii，
2018）。さらには、音楽そのものも、西洋芸術音楽を
近代社会の普遍的な音楽ととらえ、民衆の音楽文化を西
洋式の音楽に変容させるべく、学校で音楽教育を実施し
た。19世紀の日本にとって、西洋芸術音楽の普遍性こ
そ日本国民が身に付けるべき音楽文化であったし、一世
紀を経た現在でもそれはほとんど変わっていない（石井，
2004）。

一方、19世紀の時点では植民地であったシンガポー
ルやインドネシアは、20世紀半ばから後半に独立したが、
それまでどの国の植民地であったかによって国境線が引
かれ、国家の領土が定められた。ヨーロッパのように資
本主義が発展し、共通の言語が誕生して国民が形成され
たのではなく、先に物理的な領土が決まってからそこに
住んでいた人々が国民となったのである。この点におい
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ては、やはりヨーロッパから近代を取り入れたアジアの
国であっても、近代化を始めた時点で既にほぼ国民と共
通言語が定まっていた日本とは異なっている。

ギデンス（Giddens，1990）やルーマン（Luhman，
1997）の言うように、時間の最先端が更新され続ける
中で最新の近代の状態が過去を反映して変化し続けてい
るのであれば、20世紀半ばに独立国となったシンガポー
ルやインドネシアにとっての近代は、19世紀の日本に
とっての近代とは異なることが考えられる。そこではど
のような近代国家となることを目指し、どのような国民
形成を試みてきたのか、その中で言語と音楽教育はどの
ような役割を果たしてきたのか、本稿では、日本とは異
なる時代に近代国家形成のプロセスを経験したこれら二
国における学校音楽教育をとおした国民文化形成とはど
のようなものかを考察していく。

シンガポールの建国と言語政策
シンガポールが英国の植民地となったのは、1824年

のことである。マレー半島南端に位置する島であるシン
ガポールは、貿易の拠点として発展し、中国やインドか
らも労働者が流入したため、華人の数がマレー人の数を
上回るようになった。20世紀後半になって英国から独
立するにあたっては、マレー人中心の国家建設をめざす
マレーシアが華人の多いシンガポールを国内に抱える
ことを嫌ったためにマレーシア連邦から切り離され、シ
ンガポール単独で独立国家となったという経緯がある。
1965年に首相をはじめその住人が望まないままに独立
国家となったシンガポールでは、国民となった華人、マ
レー人、インド人のアイデンティティは華人、マレー人、
インド人のままであり、シンガポール・ナショナリズム
は存在しなかった（Velayuthum，2007：10）。

イギリス植民地から自治領となり、マレーシア連邦
の一員となり、やがて独立国となったシンガポールで
あるが、言語および文化に関しては自治領への準備段
階から一貫して、華人、マレー人、インド人を平等に扱
い、彼らを束ねる共通言語として英語を位置づける政策
をとっている。自治領となる前の1956年には英語、マ
レー語、中国語（北京語）、タミル語を公用語としたが、
当初はマレー社会の一員として独立する前提であったの
で、マレー語を国語とし、国歌もマレー語の曲を選んで
いる（Gopinathan，2013：70；Gopinathan & Mardiana，
2013：18）。マレーシアと決別した後の1966年にはバ
イリンガル政策が導入され、マレー語、中国語、タミル
語のいずれかと英語の二つの言語の学習がシンガポール
のすべての子どもに義務付けられた。このバイリンガル
教育は子どもにとって負担が大きいことから、1980年
代になると一言語のみでも可とするルートも設けられた

が、基本はやはり二言語の習得であり、中等教育、高等
教育と進むに従って英語の重要性が増すため、現在では
むしろ英語の方を第一言語とする世代が存在する。

このような言語をめぐるシンガポール社会の複雑な
ナショナリズムを、カムワンガマル（Kamwangamalu，
1993）は図１のようにまとめている。

図１　シンガポールの言語とアイデンティティ
出典：Kamwangamalu, N.M.（1993）. Multiligualism 
and social identity：The case of Singapore. IDEAL, 6.

図の上部にあるChineseness，Malayness，Indianness
はシンガポールのそれぞれの民族がもつ華人アイデン
ティティ、マレー人アイデンティティ、インド人アイデ
ンティティである。シンガポールはマレーカンポンなど
の伝統的な民族のコミュニティを解体し、特定の民族が
特定の地域に集住しないような政策を取ったため、これ
らのアイデンティティは個人に属するものであって地域
に属するものではない。彼らはそれぞれ中国語、マレー
語、タミル語を話すが、それらの話者が同時に共通語で
ある英語を話すことによって一つの国民としてのシンガ
ポール人アイデンティティをもつのである。冒頭で述べ
たヨーロッパで生まれたナショナリズムは、互いに近い
言語を話す人々がやがて共通の書き言葉を得たことに
よって誕生したが、中国語、マレー語、タミル語は、互
いに全く異なる言語であり、そこからヨーロッパのよう
な大衆の俗語ナショナリズムは生まれなかった。また、
個々の言語をさかのぼっていくとそれぞれ異なる国の国
民の母語に行きついてしまうため、他国と差別化するた
めにシンガポール独自の公定ナショナリズムには、これ
らすべてを含まなくてはならない。そこで国家が英語を
共通語として据えることによって、はじめてシンガポー
ルの公定ナショナリズムとしての３民族語＋英語という
構図ができあがった。このような公定ナショナリズムを、
学校教育を通して徹底していくことになったのである。

シンガポールの音楽教育における公定ナショナリズム
公定ナショナリズムの普及は音楽教育でも行われて

いる。しかし、それをどのように行うかは時代によって
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異なり、暗中模索をしながら進めてきたのがわかる。シ
ンガポールの音楽教育の変遷については石井（2017；
2018）で詳細に述べているので、ここでは要点のみを
まとめる。

独立前のシンガポールには、英国からの西洋芸術音楽
の影響を受けた専門的な音楽教育が存在する一方、学校
教育では各民族の学校で自民族の童謡などが歌われるの
が一般的であった。独立後、1971年に教育省の音楽教
科書委員会が出版した『Sing and Enjoy』に掲載された
歌は、すべてシンガポール人によって作曲された曲であ
り、同じ内容の英語版、中国語版、マレー語版の教科書
が１冊にまとめられたような体裁となっている。異なる
母語を持つ国民が、同じ曲を国民文化として共有するこ
とを目指したことは明白である。しかし、これらの曲は
確かにシンガポールにしかない独自の曲ではあるが、逆
に多くはどの民族にとっても馴染みのない曲であった。
これ以降に出版された教科書では、このアプローチは採
用されていない。

1980年代以降の教科書は、西洋音楽理論に基づいた
ミュージック・メイキングの考えを取り入れ、それをシ
ンガポール人が身に付けるべき音楽の普遍性としつつ、
掲載する曲にはそれぞれの民族コミュニティで歌い継
がれてきた歌や英国の童謡をはじめとする西洋の曲、独
立記念日のためのナショナル・デイ・ソング等新たに作
曲された曲などを取りまぜて、公定ナショナリズムを推
進している。1990年代から英語の重要性、ビジネスと
しての芸術分野が注目されるにしたがって、英語の歌や
ミュージカル、映画音楽、ポップスなどの欧米の商業音
楽の占める割合が多くなってきている（Kong，1999；
石井，2017）。カムワンガマルのモデルでいえば、英
語を話すシンガポール人というアイデンティティの方向
性が強くなっているのであるが、それは英語が世界を
市場としたグローバル・ビジネスの展開のために有利だ
からである。2000年には政府によって国会で「ルネッ
サンス・シティ・レポート」が発表され、21世紀のシ
ンガポールの文化政策が提唱されている（The Advisory 
Council on Culture and the Arts，2000）。グローバル化
は近代化の延長線上にある（Giddens，1990）と言われ
るが、常に更新され続ける近代の中でシンガポールが取
り入れたのは、グローバル化とグローバル言語としての
英語、そして大衆商業音楽産業の発展という21世紀に向
けての近代であり、それは学校での音楽教育にも影響を
及ぼしている。

シンガポール人にとっての国民文化としての音楽
国が展開してきた音楽教育をとおした公定ナショナ

リズムの普及は、国民にはどの程度浸透しているのだろ

うか。以下では、筆者が2014年に実施したシンガポー
ルの大学生を対象としたアンケート調査の結果を、カ
ムワンガマルのモデルに照らして見ていく。調査は、
National Institute of Educationの小学校教員養成課程に
在学していた11人の華人大学生を対象としている。質問
項目の一つである「『我が国の音楽』から連想する曲」
への回答のうち、２名以上が挙げた曲を表１に示す。

表１「我が国の音楽」シンガポール学生回答

出典：石井由理（2017）「音楽文化を通して見たナ
ショナル・アイデンティティー：シンガポールの事例」
『山口大学教育学部研究論叢』66（３）、p.６

これらは国歌、毎年独立記念日を祝うために今年の歌
として選ばれるナショナル・デイ・ソング、シンガポー
ル国民共通の音楽文化を育てることを意図して1988年
に導入された『Sing Singapore Song Book』に含まれて
いる歌、学校教育のシラバスに記載されている歌唱教
材など、いずれも国がシンガポールの音楽として公に
認知している曲、つまり公定ナショナリズムを表してい
る曲である。回答者は全て華人であったが、回答には
マレー語曲２曲（うち１曲は国歌）、タミル語曲１曲の
歌も含まれ、その他の歌は他の公用語の翻訳版はある
が、基本的に英語の歌詞である。カムワンガマルのモデ
ルでいえば、国歌を含むマレー語の歌２曲とタミル語の
歌１曲以外の大多数は英語の歌という、英語へと焦点化
（focus）されるシンガポール人アイデンティティの傾
向が示されている。しかし、国歌以外のマレー語曲とタ
ミル語曲の存在は必ずしもdiffuse（拡散）を意味しない。
回答者が全員華人であるからである。これは華人である

曲名 回答数 備考

Majulah Singapura ８ 国歌、マレー語

Home ６ シラバス、ナショナル・
デイ・ソング

Munnaeru Vaalibaa ４ シラバス、Sing Singapore、
タミル語

Where I Belong ４ ナショナル・デイ・ソング

Singapore Town ３ シラバス、Sing Singapore

Semoga Bahagia ３ シラバス、マレー語

Count on Me 
Singapore

２ シラバス、ナショナル・
デイ・ソング

One People One 
Nation One 
Singapore

２ ナショナル・デイ・ソング

Reach Out for the 
Skies

２ シラバス、ナショナル・
デイ・ソング

We are Singapore ２ シラバス、Sing Singapore
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シンガポール人が、自分たちの国の音楽にはマレー語曲
とタミル語曲が含まれなくてはならないと考えているこ
とを示しており、それぞれの民族のアイデンティティへ
向かうdiffuseよりはむしろシンガポール国民が共有する
文化へとfocusする方向だといえる。

このほかに１名のみが答えた曲が９曲あり、うち４
曲は『Sing Singapore Song Book』掲載の英語歌詞の曲、
２曲はシラバス掲載のマレー語童謡と中国語新謡、１曲
はミレニアム祝典テーマのポップス、残る２曲が中国語
ポップスである。これらを加えても、中国語ポップス以
外は表１の傾向とほぼ変わらない。

次に表２の「『シンガポールの音楽』から連想する
曲」への回答を見ると、最多回答曲の一つに「Fried 
Rice Paradise」が入ったことが「我が国の音楽」への回
答との大きな違いである。この歌の歌詞は、通称シング
リッシュと呼ばれる言葉で書かれている。シンガポール
政府はこの言語を誤りの多い、好ましくない英語の俗語
とみなしており、国民には「正しい」英語を使用するこ
とを求めている。しかし、大衆はシンガポール人だけが
共有する数少ないシンガポール独自文化としてシング
リッシュをとらえている。基本的には英語であるが、そ
こにシンガポールの諸言語の要素が加味されたシング
リッシュは、ヨーロッパの場合とは形成のされ方が異な
るが、俗語に基づく大衆のナショナリズムを反映した言
語なのである。

同じく７人が答えた「細水長流」は、華人がシンガ
ポールの華人の音楽文化として作った新謡というジャ
ンルの大衆歌謡であり、中国語である。これらに対
し、「Home」はナショナル・デイ・ソングとして「正
しい」英語の歌詞で書かれた曲であり、「Singapore 
Town」「Where I Belong」とともに公定ナショナリズ
ム普及のための歌である。このように１位の３曲は、シ
ンガポールの大衆の俗語ナショナリズム、回答者たち
の華人アイデンティティ、公定ナショナリズムを示す曲
であった。また、「我が国の音楽」にも回答があったマ
レー語の「Semoga Bahagia」、タミル語の「Munnaeru 
Vaalibaa」のほかにマレー語の童謡が２曲含まれている
が、これらはよく知られている庶民的な童謡である。こ
のほかに１名のみが回答したのは、ナショナル・デイ・
ソング２曲、ミレニアム祝典テーマ１曲、国歌、ジャズ
１曲、シンガポール英語ポップス１曲、中国語ポップス
１曲である。

表２「シンガポールの音楽」シンガポール学生回答

出典：石井由理（2017）「音楽文化を通して見たナ
ショナル・アイデンティティー：シンガポールの事例」
『山口大学教育学部研究論叢』66（３）、p.５

図２　シングリッシュと３民族の歌を共通のアイデン
ティティとするモデル

「我が国の音楽」への回答と比較すると、各民族の存
在を重視する傾向がやや強く、それらをシングリッシュ
がまとめる焦点化のベクトルが存在している。しかし、
「シンガポールの音楽」への回答と同様に、回答者が全
員華人であったことを考慮すると、各民族の歌の重視は
必ずしも各民族のアイデンティティへの拡散を意味しな
い。「細水長流」と中国語ポップスが華人アイデンティ
ティへの拡散を示すのみで、他民族の音楽に関しては、
それらが含まれてこそシンガポールの音楽だというシン
ガポール人アイデンティティへの焦点化を意味しており、
今回の華人回答者の回答からは、図２のようなモデルを
想定できる。

シンガポールは1965年という、世界の価値観が欧米
中心から多様な文化の同等な価値の尊重へと変化した時

曲名 回答数 備考

Fried Rice 
Paradise

７ シングリッシュポップ
ス、ミュージカル

細水長流 ７ シラバス、新謡

Home ７ シラバス、ナショナル・
デイ・ソング

Semoga Bahagia ６ シラバス、マレー語

Di Tanjung Katong ４ シラバス、Sing Singapore、
マレー語

Singapore Town ３ シラバス、Sing Singapore

Munnaeru 
Vaalibaa

３ シラバス、Sing Singapore、
タミル語

Where I Belong ２ ナショナル・デイ・ソング

Chan Mali Chan ２ シラバス、Sing Singapore、
マレー語 
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期に独立をした。しかし、国家として生き残るために植
民地時代の英国からの遺産を捨てることなく、音楽文化
においては西洋芸術音楽の普遍性、言語文化においては
英語をシンガポールのアイデンティティの基盤として活
用する選択をした。近代化の延長とされるグローバル化
の進む21世紀の政府の戦略は、英語という普遍性の側
面をさらに強化しつつ、音楽に関してはビジネスとして
メリットのある欧米の大衆商業音楽を積極的に受け入れ
る方向へ転じている。

しかし、アンケート調査の結果からは、人々は国家が
示すこのような方向性を公定ナショナリズムとして受容
しつつも、他方では各民族の多様な文化の共存と彼ら皆
で創り出したシンガポール独特の言語であるシングリッ
シュという他国には見られない特徴に、シンガポールの
アイデンティティを見出していることがうかがえる。ま
た、アンケート調査では上記項目以外に彼らが日常でよ
く聞く音楽も尋ねたが、回答は欧米の英語歌詞の大衆商
業音楽の曲が大多数であった。本人たちがもつ「シンガ
ポールの音楽」のイメージに反して、英語で世界とつな
がっているシンガポールの若者の日常にある音楽文化は、
すでにナショナリズムを越えてグローバルな次元に達し
ている。この傾向があるからこそ政府が21世紀のビジネ
スの世界展開の可能性を欧米大衆商業音楽に求めたとも
考えられる。

インドネシアの建国と言語政策
インドネシアは300年以上にわたるオランダの植民

地支配ののちに、1945年に独立を宣言、その後オラン
ダとの４年におよぶ独立戦争を経て1949年に完全に独
立した国である。広大な空間に広がる17,000もの島々
には約490の民族と583を超える言語が存在している
（Ministry of Tourism and Creative Economy, Republic 
of Indonesia，2020）。このように多様なインドネシア
が一つの国家として独立したのは、これらの島々がオラ
ンダ植民地であったためで、一つの島であるボルネオ島
やニューギニア島の真ん中にマレーシアやパプアニュー
ギニアとの国境線が走っているのも、植民地時代の宗主
国の違いによるものである。19世紀ヨーロッパの国民国
家形成であれば、これらは言語的に近い関係にあるもっ
と小さな単位でまとまってそれぞれ独立国家となったの
であろうが、オランダ領東インドの諸民族がオランダか
ら独立を勝ち取るためには、民族や言語の違いを越えて
団結する必要があった。

植民地下の民族運動の中で、インドネシアを一つの
国とし、その統一言語をインドネシア語とすることが
1928年10月28日の青年の誓いの日に宣言された。そ
して独立宣言をした1945年の憲法では、インドネシ

ア人を一つの民族とし、インドネシア語をインドネシ
ア共和国の国家の言語とすることが明記された（森山、
2009：8；Ishii，Dewi Pangestu Said & Putu Ayu Asty 
Senja Pratiwi，2022）。

インドネシア語は、異なる言語をもつ島々との交易を
するために商人たちの共通言語として使われていたマ
レー語をもとに創られた言語である。また、植民地時代、
オランダ植民地政府は現地人がオランダ語を使うことに
は消極的であり、現地人の間の共通言語としてマレー語
を普及させようとしていた（森山，2009）。このため、
新しい国家の統一言語が必要になった時、旧宗主国の言
語ではなく、マレー語を整備し、他のインドネシアの言
語の要素も取り入れて創ったインドネシア語を国家の言
語としたのである。一方、同憲法ではそれぞれの民族集
団の言語は「地方語」とされ、インドネシア文化の一部
をなすものとして国家によって尊重・保持されるものと
している（森山、2009：10）。

こうして独立後のインドネシアは国家の言語の国民へ
の普及という国家プロジェクトに取り組むこととなった。
図３にインドネシアの諸民族の言語とアイデンティティ
の関係を示す。数が多いため、３言語集団のみ具体的に
示している。

図３　インドネシアの言語とアイデンティティ

インドネシアは国家のスローガンとしてunity in 
diversity（多様性の中の統一）を掲げてきたが、建国か
らスハルト政権が崩壊する1990年代末まではインドネ
シアとしてのunityの方に重点が置かれ、すべてのイン
ドネシア人がインドネシア語を話せるようになるため
に、学校ではインドネシア語の教育が重視されていた。
1954年に出された法律では、一つの民族としての国民
意識を強めるために、「すべての学校においてインドネ
シア語を教授言語とすること」とされたが、小学校の３
年生までは地方語を教授言語とすることも認められてい
た（森山、2009：11）。

言語に関してはインドネシア語ができたが、文化に関
しては存在するのは個々の民族の文化であり、その集合
体をもってインドネシア文化となる。伝統的な民族文化
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の多様性と近代国家の統一性を両立すべく試みられた
のは、これらを各地方自治体の地方文化の多様性として
国の近代的な行政制度に取り込むことであった。しかし、
スハルト政権下でインドネシア語の普及が順調に進む一
方で、多様性を担っていた地方語の衰退は予想以上に進
み、1970年代には多様性維持の面から危機感がもたれ
るようになった（森山、2009：15）。

1989年には、教育の制度や内容に統一性を持たせる
べく国民教育体系法が改正され、それにもとづく1993
年の小学校カリキュラムに関する教育文化大臣決定に
よって、ナショナル・カリキュラムに付加する形で「地
方独自内容」という枠が設けられ、この枠の中で地方語
の教育をすることが可能になった（鏡味、2009：102－
103）。この枠を採用するかどうかは地方の判断であっ
たが、衰退する地方語を学校教育の中で教えるための枠
組みが国によって設けられたことになる。

1990年代後半になるとグローバル化現象の一つであ
る文化の独自性の自己主張が世界各地で盛んに見られ
るようになったが、1998年のスハルト政権崩壊はこの
時期と重なる。1999年には地方行政法（2001年施行）
が成立し、それまでの中央集権的な統治制度から地方
分権制度へと転じた（長谷川、2018）。しかし、当初、
州よりも県や市への権力の移譲が行われた地方分権は、
2004年に地方行政法の修正がはかられ、国の代理人と
しての州の権限が強化され、これ以降、再び州を介した
中央集権化への揺り戻しが起きているとされる（長谷川、
2018）。県や市による統一性のない地方分権ではなく、
国の方針のもと、州が実施する統一性のある地方分権へ
の軌道修正である。

地方語をめぐる言語政策にも、この影響は現れている。
2003年の国民教育体系法改正にもとづいて改訂された
2004年のナショナル・カリキュラムでは、「地方独自
内容」を設けることが義務化され、この中で教える科
目の選択肢の中に地方語があった（鏡、2009：100；森
山、2009：65；Ishii，Dewi Pangestu Said & Putu Ayu 
Asty Senja Pratiwi，2022）。「地方独自内容」をどの
ように実施するかは各学校が決めることができたが、実
際には州の指導に従っていたということである（鏡味、
2009：106）。2013年カリキュラムでは教科としての
「地方独自内容」はなくなったが、地方独自の内容はＢ
教科群と言われる教科の中に地方政府が付加カリキュ
ラムとして加えることができるようになっている（服部、
2021）。地方語教育に関しては、他地域から移住して
きた他民族の人たちも、その地域に暮らす以上は地元の
言語を習得することが求められる。よって学校での地方
語教育は、それを母語とする子どもとインドネシア語に
加えての第三言語として学ぶ子どもとを対象とすること

になる。こうして地方文化としての地方語を創り出そう
としている。

州政府による地方語の促進は学校教育にとどまらな
い。例えばバリ州では2018年に公の場でのバリ語の維
持のために、バリ語で書かれたもの、バリ語文学の保護
とバリ語月間の実施に関する規則を知事が発しているし
（Bali Topnews，2021）、ジョグジャカルタ特別州では
社会のあらゆる場でジャワ語で過ごす一日なども設けて
いる（Ishii，Dewi Pangestu Said & Putu Ayu Asty Senja 
Pratiwi，2022）。多様性が消えてしまわないように国
が枠組みを整え、州が枠組みの中身を埋めている状況で
ある。

インドネシアの音楽教育における公定ナショナリズム
前節では言語における公定ナショナリズムを見てきた

が、音楽文化と音楽教育に関してはどうであろうか。
鎖国政策を取っていた日本とは異なり、オランダ領で

あったインドネシアには、人々の生活を介して徐々に西
洋の音楽文化が入っている。独立前のインドネシア社会
には、本格的なヨーロッパ芸術音楽ではなく、オランダ
人が好んで聞いていた肩の凝らない楽曲と、インドネシ
ア人作曲家による同様の西洋形式の歌が存在していた
（McGrow，2013：28）。

1930年代から50年代には、「インドネシアの音楽」
をどのようなものにするかをめぐって論争があり、西洋
芸術音楽を取り入れるべきだという主張と、インドネシ
アの多様な伝統音楽に西洋の要素を取り入れるべきだと
いう主張が対立した（Mack 2007，64；McGrow 2013，
54）。この論争には結論は出ず、独立後に日本のように
近代化の一部として政府が意図的に西洋芸術音楽を取り
入れて国民の音楽文化を変容させるプロジェクトを始め
ることもなかった。このように、インドネシアは、近代
国家となる際に国民の音楽文化の基盤に西洋芸術音楽を
取り入れなかった点で日本やシンガポールとは異なる選
択をしている。

1950年代になると西洋からロックやポップスなどの
大衆商業音楽が流入した。これに対し当時のスカルノ大
統領は西洋文化排斥の姿勢を取り、インドネシア民族
文化の振興をはかろうと、インドネシアポピュラー音楽
フェスティバルの課題曲に各地方の音楽を課すなどして、
国民文化創出を試みたが（田子内、2012、117－120）、
スカルノ失脚とともに再び方向性は変わり、西洋の大衆
商業音楽が流入する時代になる。現在のインドネシアで
は、西洋のロックやポップスだけでなく、レゲエやイン
ド映画音楽の影響を受けた様々な大衆商業音楽が聴かれ
ているが、西洋芸術音楽は浸透していない。

学校における音楽教育は、国による全国統一基準を
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定めた前述の1989年の教育体系法の中の小学校教育の
標準カリキュラムでは「工芸・芸能」として取り入れ
られ、2003年改正の同法ではこれが「芸術文化」とな
り、2006年の国民教育大臣令の標準科目構成では「芸
術文化・技能」という一般科目の中に、美術や芸能とと
もに含まれている（森山、2009：99－100）。このほか、
「地方独自内容」の中で地方芸能が教えられることもあ
り、鏡味（2009：104－105）は、バリ州の中学校や西
ジャワ州の小学校でのガムラン音楽、その他の州の地方
芸能や伝統芸能について述べている。ナショナル・カリ
キュラムは2013年に改定され、音楽はＢ教科群の「文
化芸術・工芸」で教えられることになった。Ｂ教科群に
は他に「保健体育」があるが、先述のように、これらの
教科は国が内容を定めるＡ教科群の教科と異なり、国が
定めた内容に地方政府が独自の内容を加えることがで
きる（服部、2021）。しかし、2013年カリキュラムは、
教育現場が対応できなかったために全面施行はできず、
修正を重ねながら今日に至っている。

このようなカリキュラム政策の変遷のもと、実際の学
校の音楽教育はどのように行われてきたのか。以下では、
筆者が2019年９月にバリ州の音楽教育関係者３名に対
して実施したインタビュー調査にもとづいて述べていく。
インタビューの対象としたのは私立小学校の音楽専科の
教員Ａ氏、芸術大学で音楽を専門とする教員Ｂ氏、学校
の課外活動で音楽を教える演奏家Ｃ氏である。

私立小学校音楽専科教員Ａ氏の話
かつては、音楽はナショナル・カリキュラムに入って

おらず、付加カリキュラムおよび課外の教育のみであっ
たが、今は芸術も入っている。全国試験もかつてはイン
ドネシア語、算数、理科だったが５年前から芸術も入り、
公民、理科、インドネシア語、英語、算数、体育、芸術
となっている。

2013年のナショナル・カリキュラムについては、自
分は音楽専科なので音楽理論を教えられるが、公立学校
では一般の教員が教えるので、歌だけで音楽理論は教え
ていない。この状況は中等教育でも同じである。音楽理
論は、伝統的なペンタトニックスと西洋音階の両方を教
える。１、２年生は歌、３年は歌とリコーダー、４年は
ピアニカを始める。１週間に１コマ70分の芸術の授業
では、35分歌って35分絵を描く、というような教え方
をしている。このほかに1.5コマの課外活動がある。ナ
ショナル・カリキュラムで教えるのは、教科書に載って
いる歌と音楽理論である。ナショナル・カリキュラムで
は特にバリを強調しているわけではないので、付加授業
や課外授業でバリを強調する。西洋の古典音楽やポップ
ス、映画音楽はナショナル・カリキュラムには入ってい

ない。
ナショナル・ソングは必修となっており、３年前から

これらの歌を教えなくてはならなくなった。さらに昨年
から毎朝30分、授業前の朝礼でナショナル・ソングと
伝統的な歌１を歌うようになった。これはナショナル・
カリキュラムで決められていて、歌う曲は、他州のもの
も含めた伝統的な歌、国歌、ナショナル・ソングである。
これはインドネシア中の公立・私立全ての学校で実施し
ている。既に存在している歌をナショナル・ソングとし
て選んで本に載せている。新たにナショナル・キッズ・
デイのために作られている歌はあまり人気がない。

課外授業にはコンテストに出たい子どもたちが参加し
ている。バリでは一週間に１度の頻度で、ショッピング
モールなどでコンテストがある。どのような歌を歌うか
はコンテストによる。

芸術大学の音楽教員Ｂ氏の話
かつては学校のカリキュラムに音楽はなかった。（筆

者が見せた）歌集の曲はナショナル・ソングで、私たち
はこれを知らなくてはならない。1980年代のカリキュ
ラムでは、子どもたちは放課後にこれらのヒーローや歴
史についての歌を歌った。1990年代のカリキュラムで
は、前大臣は、西洋的カリキュラムを採用し、芸術の時
間を減らしたが、人間関係における寛容性など生徒の道
徳心への影響が期待され、2014年にジョコ大統領が芸
術の力を信じ、復活させた。

ナショナル・ソングには、ガルーダパンチャシラ２な
どが入っている。1980年代には全ての生徒がこれらの
歌を歌ったが、1990年代には減少した。1990年代の政
策は道徳心に影響していると思う。

必修歌唱教材は道徳心涵養のためのもので、ナショナ
ル・ソングと民謡の二つの種類を含む。インドネシアに
は（日本のように）教育省が歌を作った歴史はなく、独
立時の作品が教育省に採用されて、ナショナル・ソング
のコレクションになっている。

学校の課外活動で音楽を教える演奏家Ｃ氏の話
20年くらい前から子どもたちの音楽演奏コンテストが

あり、６月に地域選抜が始まって９月に州レベルに進む。
バリ人はバリの歌を歌いたいと思うようになった。子ど
もは伝統的な歌の内容を知りたがるし、親も子どもにバ
リの歌を学んでほしいと思っている。伝統的といっても
作曲者のいる新しいもので、歌詞が伝統的なバリ語であ
る。中学や大学はポップスに流れがちで、生徒たちはコ
ンテストに出てポップ・スターになることを目指してい
る。正課で何を教えているかは知らないが、課外活動で
は自由に教えられるので、現代的なバリ音楽を教えてい
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る。2013年からBali Kamaraという子どものグループを
作ってコンテストに出ている。Ｂ氏のグループには100
人くらいいて、自分のグループには50人くらいのメン
バーがいる。Bali Kamaraはバリの音楽を活発にしたパ
イオニアである。

インタビューの内容からは、ジョコ政権になってから
ナショナル・カリキュラムにおける音楽の位置づけ、特
に道徳心の涵養という観点からの重要性が増しているこ
とがわかる。また、音楽専科でない一般の教師は音楽理
論の授業を展開できずに、これまでとおりの歌中心の授
業を行っていることもわかった。歌唱中心の授業であれ
ば、国家が指定した必修歌唱教材の持つ意味はますます
大きくなる。

2017年発行の初等・中等教育用必修歌曲集「Lagu 
Wajib　SD-SMP-SMA３」（Kiki Laisa，2017）には、ナ
ショナル・ソングとして国歌や独立前後に西洋形式で作
曲された、インドネシア語の歌詞をもつ愛国的な歌46曲
が含まれるほか、インドネシア各地の民謡が全66曲掲載
されている。構成としてはインドネシアとしての統一を
示すのが前者の西洋的な愛国歌、各地方の音楽文化の多
様性を代表するのが後者の地方民謡である。前述の音楽
専科教師の話のように自分の住んでいる州以外の地方の
民謡も習うということであれば、これら全体をもってす
べてのインドネシア人が共通して身につけるべきインド
ネシアの音楽文化だということになる。それに加えて付
加カリキュラムや課外活動の中で自分の州の伝統音楽や
大衆音楽を学ぶ教育がなされている。これらを図に示す
と図４のようになる。

図４　国家による音楽教育をとおした国民文化形成

インドネシア人にとっての国民文化としての音楽
シンガポールの場合と同様に、国の音楽教育の結果、

国民がどのような音楽文化を形成しているのかを探るた
め、筆者は2021年にバリ州の大学を１、２年前に卒業
したバリ人アイデンティティの若者53人を対象に同じ質

問項目でe-メールによるアンケート調査を行った。表３
と４は、回答をジャンル別に集計したものである。

表３「我が国の音楽」ジャンル別回答数

出典：石井由理・プトゥ アユ アスティ センジャ プラ
テウィ（2022）「国民文化形成とローカル・アイデン
ティティ：バリの若者の音楽認識から見えるもの」『山
口大学教育学部研究論叢』第71巻、p.124に加筆、修正。

「我が国の音楽」の回答としてはインドネシア語の歌
詞をもつ西洋式音楽の愛国的ナショナル・ソングがほと
んどで、地方語の歌詞をもつ地方民謡は２名が回答した
１曲にすぎなかった。２位となったインドネシア・ポッ
プスも歌詞言語はほとんどインドネシア語で、多数の回
答が集中する曲はなく、地方語に関してはジャワ語歌詞
のダンドゥット４というジャンルの曲が２曲あるのみで
あった。つまり「我が国の音楽」として連想されるのは、
インドネシア語の歌詞をもつ西洋形式の愛国歌とポップ
スということになり、言語の面でも音楽の面でも「我が
国の音楽」に地方の多様性は出てこない。

次に「インドネシアの音楽」への回答を見ると、ナ
ショナル・ソングは消え、インドネシア語のポップスが
ほとんどとなる。これは、シンガポールの調査で「シン
ガポールの音楽」に「Fired Rice Paradise」が選ばれた
パターンと似ているが、シングリッシュが政府によって
誤った英語とみなされているのに対して、インドネシア
語の場合はポップスの歌詞であっても正当なインドネシ
ア語なので、公定ナショナリズムに反してはいない。イ
ンドネシア語以外の歌詞をもつものは、西洋ポップス５
曲、英語のインドネシア・ポップス２曲、モルッカ語の
童謡が１曲で、他にインドネシア語と英語もしくは日本
語の混合の曲が全部で７曲ある。このように、「インド
ネシアの音楽」に対しても地方語歌詞の回答は無いに等
しく、若者にとっての「インドネシアの音楽」はインド
ネシア語のポップスとなっている。インドネシアの音楽
文化には愛国歌のほかにすべての地方の民謡が含まれ、
すべてのインドネシア人はそれを共有するという現政権
の公定ナショナリズムの影響は、20代前半の若者には現
れていない。

Java Sunda Bali

Javanese   Sundanese Balinese  

Diffuse Diffuse

Indonesianness

Focused Focused

ナショナル・ソング 108

インドネシア・ポップス 48

ダンドゥット 8

クロンチョン 3

ジャズ 2

地方民謡 2

合計 171
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表４「インドネシアの音楽」ジャンル別回答数

出典：石井由理・プトゥ アユ アスティ センジャ プラ
テウィ（2022）「国民文化形成とローカル・アイデン
ティティ：バリの若者の音楽認識から見えるもの」『山
口大学教育学部研究論叢』第71巻、p.124

「郷土の音楽」への回答の比較
最後に「郷土の音楽」に対するシンガポールとインド

ネシアの回答を比較していく。
シンガポールの調査で２名以上が回答した曲は表５に

示すとおりで、国歌が入っている以外は「シンガポール
の音楽」への回答と似ている。１名のみが回答した曲は、
ナショナル・デイ・ソングが３曲、『Sing Singapore 
Song Book』掲載曲が５曲（うち１曲はナショナル・デ
イ・ソングと重複、１曲はマレー語、１曲はタミル語の
曲）、マレー語歌詞のシラバス掲載曲が１曲、中国語
ポップス３曲、シンガポール英語ポップス２曲、カナダ
ポップス１曲、フランス民謡１曲で、他の二つの質問に
対する回答よりはややポップス系の曲が多い。

１名回答まで含めると「我が国の音楽」には19曲、
「シンガポールの音楽」には16曲、「郷土の音楽」には
22曲の回答があったが、これらのうち、３つすべての質
問に重複して回答された曲が９曲あった。この結果から、
華人の学生にとっての「郷土の音楽」にも、シンガポー
ルの３民族の歌が含まれるという公定ナショナリズムが
浸透していることがうかがえる。

表５　シンガポール学生「郷土の音楽」回答

出典：石井由理（2017）「音楽文化を通して見たナ

ショナル・アイデンティティー：シンガポールの事例」
『山口大学教育学部研究論叢』66（３）、p.６

これに対するインドネシアの若者の「郷土の音楽」へ
の回答は対照的であった。表６に示すように、回答には
ナショナル・ソングもインドネシア・ポップスもほとん
どなく、バリの伝統音楽とバリポップスが圧倒的多数を
占めた。先述のインタビュー調査によれば、これらの音
楽は小学校では付加カリキュラムや課外の音楽教育で教
えられる音楽である。中等学校のナショナル・カリキュ
ラムも特定地方の音楽に焦点を当ててはいない。バリ州
は特にバリらしさを重視する社会なので、この結果をす
べてのインドネシアの州に一般化することはできないが、
この調査では、バリの若者にとっての郷土の音楽は、バ
リの音楽に限定されることが示された。

表６「郷土の音楽」インドネシアジャンル別回答数

出典：石井由理・プトゥ アユ アスティ センジャ プラ
テウィ（2022）「国民文化形成とローカル・アイデン
ティティ：バリの若者の音楽認識から見えるもの」『山
口大学教育学部研究論叢第71巻』p.124

おわりに
本稿では、近代化がもはや西洋化と同義ではなくなっ

た20世紀半ばに独立国家となったシンガポールとイン
ドネシアが、近代国家としてどのような国民形成をめざ
し、音楽教育をとおしてどのような国民文化を創り出そ
うとしてきたのかを見てきた。20世紀後半という時代の
価値観を反映して、両国とも自国内の多様な民族の言語
や文化を尊重する政策を掲げたが、移民国家であるシン
ガポールが３民族の融合によってシンガポール国民を形
成しようとしたのに対し、インドネシアは各地の民族集
団を近代的な行政制度の中にはめこみ、その上に国家を
置くという国民形成を選んだ。

学校の音楽教育もこれを反映しており、シンガポール
では植民地時代からのヨーロッパ芸術音楽の基盤の上に

インドネシア・ポップス 198

ダンドゥット 10

クロンチョン 2

ジャズ 10

SKA／レゲエ 1

童謡 1

西洋ポップス 5

合計 227

曲名 回答数 備考

Home 6 シラバス、ナショナル・デ
イ・ソング

Fried Rice 
Paradise

4 シングリッシュポップス・
ミュージカル

Where I Belong 4 ナショナル・デイ・ソング

Majulah Singapura 2 国歌、マレー語

細水長流 2 シラバス、新謡

バリ伝統音楽 64

ポップ・バリ 63

インドネシア・ポップス 1

ダンドゥット 6

クロンチョン 4

民謡（バンジャール語） 1

ブタウィ・ポップス（ブタウィ語） 1

ジャワ・ポップス 1

バリ童謡 2

合計 143
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３民族の音楽が加わった全体を、国家の音楽文化として
全国民に教育してきた。21世紀に入ってからはグローバ
ル化への対応として西洋の大衆音楽文化の価値も認識し、
ルネッサンスと称して新たなシンガポールの音楽文化を
創り出そうという方向へ向かっている。

他方、インドネシアでは植民地時代にヨーロッパの芸
術音楽の影響を受けず、また、近代国家であるために国
民文化を西洋化する必要もない時代の独立であったた
め、国家プロジェクトで音楽文化の西洋化をすることも
なかった。学校での音楽の役割は、長らくインドネシア
語の愛国歌による道徳教育にとどまっており、諸民族の
音楽文化の共有という目的はなかった。この間に一般社
会では西洋大衆商業音楽の影響を受けたインドネシアの
大衆音楽が生まれており、インドネシア語で歌われるも
のは国民が共有するインドネシアの音楽であるとともに、
近代国家インドネシアを代表する音楽であると認識され
ている。

このようなインドネシアの学校の音楽教育は、グロー
バル化時代に入って変わりつつある。音楽はナショナ
ル・カリキュラムの中に入り、国民形成のより重要な役
割を担うことになった。そして文化の独自性の尊重が唱
えられる時代を反映して、各州は地方独自の音楽を教え
られるようになった。2022年現在、学校の音楽教育に
期待されているのは、インドネシア語のナショナル・ソ
ングとインドネシアのすべての地方の代表的な民謡を含
んだ音楽文化を、国民文化として全国民に浸透させるの
と同時に、各地方の音楽文化も維持することである。こ
れは、共通性と地方の独自性が接点なく併存するだけの
公定ナショナリズムとは異なり、シンガポールのように
共通性の中に多様性が入り込んだ公定ナショナリズムへ
向かう方向性を示唆している。

付記：本稿は科学研究費基盤研究（Ｃ）課題番号17K 
04793「アジアの芸術教育におけるグローバル化と国民
文化形成」の成果の一部である。

註
１．地方の伝統的な音楽にも西洋の影響が入っているこ
とが考えられる。
２．ガルーダパンチャシラはインドネシアの国章。神鳥
ガルーダにインドネシアの建国５原則（パンチャシラ）
のエンブレムを重ねている。
３．小学校、前期中等学校、後期中等の必修歌曲の意味。
４．伝統楽器と西洋楽器の混合で演奏されるインドネシ
アの代表的な大衆商業音楽。
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